
1.重要な会計方針

（1）有価証券の評価基準及び評価方法

　満期保有目的の債券・・・償却原価法（定額法）によっている

（2）固定資産の減価償却の方法

　什器備品及び車両運搬具・・・定率法によっている

　ソフトウェア・・・定額法によっている

（3）消費税の会計処理

　消費税の会計処理は税込方式によっている。

2.特定資産の増減及びその残高

特定資産の増減及びその残高は、次のとおりである。 （単位：円）

特定資産

受贈基本財産積立資産

3.特定資産の財源等の内訳

特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 （単位：円）

特定資産

受贈基本財産積立資産

4.固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。 （単位：円）

車両運搬具

什器備品

ソフトウェア

5.補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。 （単位：円）

補助金等の名称 交付者

補助金 熊谷市 0 0

補助金 深谷市 0 0

補助金 寄居町 0

交付金 熊谷市 0

交付金 深谷市 0

6.実施事業資産

公益目的支出計画に基づく実施事業資産は保有していない。
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